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人口調べ
( 昭 和50年7 月1 日現在)

世 帯　198, 633
男　310, 098

女　302, 024

計　612, 122

( 前月より400 人増)

〝
足
立
区
地
域
防
災
計
画
〟
き
ま
る

貯

水

槽

四
〇

ト
ン

を

新

た

に

五

か

所

設

置

暑
い
夏
と
と
も
に
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
乙
き
ま
し
た
・
低
地
帯
の
足
立
区
は
、
過
去
に
な
ん
ど
も

台
風
に
よ
る
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
ぱ
六
十
九
年
を
周
期
と
し
て
、
大
地
震
が
お
こ
る

と
い
う
「
大
地
震
の
周
期
税
」
に
よ
れ
ば
、
昭
和
五
寸
三
年
か
ら
そ
の
危
険
期
に
は
い
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
足
立
区
で
は
、
こ
れ
ら
の
災
害
駟
ら
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
、
毎
年
「
足

立
区
地
域
防
災
計
画
'一
や
。定
め
て
い
ま
す
。

足
立
は
低
地
帯

足
立
区
は
、
四
方
を
川
に
囲
ま
れ
た

低
地
帯
で
す
。
も
っ
と
も
高
い
舎
人
町

で
も
、
東
京
湾
中
等
潮
位
か
ら
メ
ー
め
メ
ー
ト
ル
に

達
し
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
区
を
東
西
に

流
れ
る
荒
川
の
た
め
、
千
倥
・
堤
北
・

小
台
宮
城
・
新
田
と
四
つ
の
地
域
に
分

断
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
盤
沈
下

で
、
区
内
の
低
地
で
は
台
風
な
ど
の
降

雨
に
よ
り
被
害
が
吃
じ
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
計
画

区
で
は
、
こ
れ
ら
風
水
害
の
ほ
か
、

樢
震
な
ど
の
災
害
に
対
処
す
る
た
め
、

災
害
対
策
基
本
法
に
4
づ
い
て
、
昭
和

四
十
二
年
か
ら
現
在
の
形
の
「
足
立
区

地
域
防
災
計
画
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

計
画
は
、
災
害
予
防
・
災
害
応
急
対

策
・
災
害
復
旧
な
ど
に
わ
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
で
、
区
・
警
察

・
消
防
・
水
道
・局
・
電
々
公
社
・
東
京

・
'一力
・
東
京
ガ
ス
・
鉄
道
な
ど
、
区
内

に
あ
る
二
十
二
の
防
災
関
係
機
関
が
協

力
態
勢
か
I整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
計
画
に
そ
っ
て
毎
年
総

合
防
災
訓
練
が
、
本
番
さ
な
が
ら
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
も
、
卜
月

に
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

本番さながらの防災訓練

備蓄倉庫と貯水槽の配置図

区
・
警
察
・
消
防
な
ど

二
十
二
の
機
関
が
参
加

足
立
区
防
災
会
議

地
域
防
災
計
画
は
、
区
民
の
皆
さ
ん

の
安
全
を
守
る
と
い
う
目
的
に
向
か
っ

て
、
よ
り
整
備
允
火
さ
せ
る
た
め
に
、

毎
年
修
正
さ
れ
ま
す
。
修
正
は
、
区
内

の
防
災
関
係
機
関
で
構
成
す
る
「
足
立

区
防
災
会
議
」
で
、
検
討
の
う
え
決
定

さ
れ
ま
す
。

主
な
修
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

災
害
予
防
計
画

災
害
予
防
計
画
の
中
で
は
、
荒
川
の

堤
防
の
か
さ
上
げ
な
ど
に
つ
い
て
、
改

正
都
分
が
あ
り
ま
す
。
区
内
を
九
4
メ
ー
ト
ル

に
擅
っ
て
流
れ
て
い
る
荒
川
右
岸
の
堤

防
の
か
さ
上
げ
は
、
す
べ
て
終
わ
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
左
岸
の
か
さ
上

げ

は
、
ま
だ
一
部
未
完
成
の
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
、
左
岸
心
堤
防
の
か

さ
上

け

は
、
首
都
高
速
六
号
線
の
エ
俳
と
並
行

し
て
行
な
う
予
定
で
す
。
ま
气

備
蓄

會
印
加
}
か
所
川
設
さ
れ
た
の
で
、
乾

パ
ン
そ
の
他
救
助
物
資
が
増
強
さ
れ
て

い
ま
す
。

災
害
応
急
対
策
計
画

災
害
応
急
対
策
に
つ
い
て
は
、
四
月

に
保
健
所
か
ぼ
に
移
管
さ
れ
た
の
で
衛

生
部
を
組
織
し
、
災
害
時
の
防
疫
活
動

・
医
療
救
濛
洒
勣
ぞ
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
勺

通
信
情
報
連
絡
に
必
要

な
災
害
無
線
も
、
五
台
が
新
た
に
配
備

さ
れ
、
無
線
機
は
区
内
各
所
に
四
十
六

ぢ
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
の
面
で

は
、
高
層
ビ
ル
火
災
対
策
用
に
(
シ
ゴ

單
が
配
置
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
各
種

機
器
の
増
強
な
ど
、
災
害
対
策
の
充
実

が
は
が
ら
れ
て
い
ま
す
。

避
鮗
計
画
の
な
か
で
は
。
消
防
用
及

び
飲
料
水
用
と
し
て
四
リ
ト
ン
貯
水
槽

が
計
粐
二
か
所
投
匿
さ
れ
ま
し
た
。
こ

と
し
は
、
新
た
に
五
か
所
設
置
す
る
予

疋
で
す
。
こ
の
水
を
ろ
過
し
て
飲
料
水

に
す
る
た
め
の
ろ
過
器
も
、
現
在
ま
で

に
十
台
購
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
消

防
庁
は
消
火
用
の
T
じ
○
ト
ン
貯
水
槽

を
十
三
か
所
新
設
し
、
計
二
十
六
か
所

と
し
ま
し
气

こ
の
貯
水
槽

を
中

心

に
、
地
元
町
会
で
結
成
さ
れ
た
市
民
消

火
隊
の
小
型
ポ
ン
プ
も
、
三
十
六
隊
分

か
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
復
旧
計
画

一

災
害
復
旧
計
画
に
つ
い
て
は
、
条
例

・
の
施
行
さ
れ
た
災
害
弔
慰
金
制
度
・
災

害
援
助
賢
金
の
貸
付
制
度
が
、
新
た
に

・
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

・

こ
の
よ
う
な
災
害
対
策
を
す
す
め
て

い
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
区
民
の

皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
が
必
要
で

す
。
例
え
ば
、
現
在
区
が
無
料
配
布
中

の
三
角
バ
ケ
ツ
に
つ
い
て
も
、
ふ
だ
ん

か
ら
水
を
入
れ
て
お
い
て
、
火
災
の
初

期
消
火
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
消
火
器
に
つ
い
て
も
、
訓

練
や
近
所
の
火
災
な
ど
に
使
用
し
た
場

合
に
は
、
区
が
薬
剤
の
躋
替
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
使
用
方
法
な

ど
に
つ
い
て
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
大
地
震
の
発
生
に
際
し
て

も
、
皆
さ
ん
の
町
か
ら
火
を
出

さ
な

い
、
そ
し
て
拡
げ
な
い
と
い
う
心
構
え

を
ふ
だ
ん
か
ら
養
っ
て
お
く
こ
と
が
重

要
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

写真は、上、から鹿浜備蓄倉庫、工事中の貯水槽

、ろ過器

えんま詣
千住の勝専寺

「
ウ
ソ
を
つ
く
と
お
え
ん
ま
様
に
舌
を
ぬ
か

れ
ま
す
よ
」
ゆ
か
た
姿
の
若
い
お
母
さ
ん
か
、

一
束
=
不

円
の
お
線
香
を
あ
け
、
た
ち
の

ぼ
る
煙
を
手
で
す
く
っ
て
は
、
無
病
息

災
の
願
い
を
こ
め
て
、
こ
ど
も
の
体
を

な
で
ま
わ
し
ま
す
。

「
ほ
ん
と
う
?
」
こ
わ
ご
わ
こ
と
も
の
ほ

が
の
ぞ
く
う
す
ぐ
ら
い
堂
内
に
は
、
え
ん
ま
大

王
が
、
赤
い
順
に
赤
い
道
服
を
ま
と
っ
た
怒
り

の
形
相
で
、
罪
ぶ
か
い
人
間
界
を
見
お
ろ
し

て
い
ま
す
。

千
住
二
丁
目
に
あ
る
勝
専
寺
(
住
職

水
野
了
勝
氏
)
、通
称
赤
門
寺
で
は
毎
年

冐

十
五
・
十
六
冂
'と
七
月
十
五
・
十
六
日

に
、
え
ん
ま
堂
の
靡
が
開
か
れ
ま
す
(
写
真
)
。

境
内
や
門
前
か
ら
旧
道
、
駅
前
通
り
に
か
け

て
、
花
火
、
デ
ン
キ
飴
、
金
魚
す
く

い
、
カ
キ
水
な
ど
、
皆
な
つ
か
し
い
屋

台
が
並
ぴ
ま
す
、
一
軒
一
軒
め
ず
ら

し
け
に
立
ち
ど
ま
る
こ
ど
も
た
ち
の

手
を
引
い
た
善
男
狗
女
が
、
下
町
の

縁
日
の
情
緒
に
ひ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
え
ん
ま
詣
も
、
い
ま
は
新
宿

人
宗
寺
ほ
か
わ
す
か
の
寺
で
行
な
わ

れ
る
だ
け
に
な
り
ま
し
气

時
代
の

流
れ
と
は
い
え
残
し
て
ほ
し
い
も
の

の
ひ
と
つ
で
す
。

豚
肉
の
安
売
り
デ
ー

安
売
り
日
-
(

月
九
日
・
(
月
二

十
三
日
(
土
)

※
黄
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
肉
屋
さ

ん
で
販
売
し
ま
す

8 月 のセンター・ 児童館・老人館 だより

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
X

休
み
子
ど
も
映
画
会
-
五
日
・
十
二
日
・
十
九
日
(
火
)
午
後

二
時
-

文
学
教
室
-
十
五
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分

■
ぺ
1

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
上

一
十
二
日
(
金
)
午
後
一
時
…
材
料
費
千
円

■
つ
ま
み
画
の
ブ
ロ
ー
チ
上

一
十
六
日
(
火
)
午
後
一
時
・・・
材
料
費

五
百
円

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
八
(
九
1
四
六
六
一

■
老
人
健
康
相
談
1
十
二
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

■
老
人
将

棋
大
会
上
二
十
日
(
土
)
午
前
十
時
・・・
申
込
み
は
十
三
日
(
水
)
か
ら

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
【
九
七
-
五
〇
】
六

■
児
重
映
圃
金
-

九
日
・
十
六
日
(
土
)
午
後
二
時
三
十
分

■
老

人
生
花
教
室
1

九
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

■
老
人
健
康
相
談
1

十
二
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

■
老
人
茶
道
教
室
-
十
三
日

(
水
)
午
前
十
時
・・・
定
具
二
十
名

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
(
一
〒
二
七
六
五

■
子
ど
も
映
画
会
-
九
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

回
老
人
健
康

相
談
-
十
二
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

■
お
年
寄
と
職
員
の
懇

談
会
i
十
九
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

□
西
伊
興
児
童
館
　
(
九
七
上
(
九
四
八

■
紙
芝
居
作
り
!
四
日
(
月
)
?
(
日
(
金
)
午
後
一
時
■
お
ば

け
や
し
き
1
十
九
日
(

火
)
午
後
六
時
三
十
分

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
九
こ
〒
三
四
ニ
ー

■
老
人
書
遭
ク
ラ
ブ
ー
ハ
日
・
十
五
日
(
金
)
午
前
十
時

圃
老
人

浪
曲
大
会
-

九
日
(
土
)
午
後
○
時
三
十
分

■
子
ど
も
音
楽
教
室
-

九
日
(
土
)

午
前
九
時

圃
老
人
カ
ル
タ
会
-
十
一
日
(
月
)
午

前
十
時

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館
　
(
(
二
大
二
天

■
た
い
そ
う
あ
そ
び
I
七
日
(
木
)
午
後
二
時

■
う
尢
と
オ
ル
ガ

ン
ク
ラ
ブ
ー
七
日
(
木
)
午
前
十
時
三
十
分

一

老
人
舞
踊
教
室
-

十
四
日
(
木
)
午
後
一
時

■
老
人
民
踊
教
室
-
六
日
(
水
)
午
後

一
時

■
い
け
花
教
室
会
員
募
集
-
二
十
一
日
(
木
)
午
前
九
時
三

十
分
…
定
員
二
十
名

□
本
木
東
児
童
館
　
(
四
九
-
三
〇
〇
五

■
地
域
子
ど
も
会
と
の
つ
ど
い
一
(

日
(
金
)
午
後
二
時

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　
(
五
〇
-
(
(
〇
一

■
鶇
と
子
の
黒
を
み
る
会
二
十
一
日
(
木
)
!

一
十
二
日
(
金
)
午

後
一
時
三
十
分
・
午
後
三
時
・
'・対
象
I
区
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者

定
員
-
各
回
と
も
先
着
二
百
三
十
名

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
(
五
〇
一
二
六
一
七

■
親
子
コ
ー
ラ
ス
ー
七
日
(

木
)
午
後
三
時

■
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ

ー
ト
ー
ハ
日
(
金
)
午
後
二
時

■
子
ど
も
映
画
会
一
九
日
(
土
)

午
後
二
時

<
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、一
接
各
施
設
の
事
務
室
へ
>

■
夏
季
期
間
中
の
休
館
日
の
変
更

夏
休
み
中
は
、平
日
の
利
用
者
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
七
月
二

十
日
か
ら
(
月
三
十
一
日
ま
で
、
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
、
老
人
館
の

休
館
日
は
、
月
曜
日
か
ら
日
曜
日
に
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 区役所(教育委員会を含む) 882―1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011
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衣
料
の
検
出
テ
ス
ト
結
果
で
る

カ
ブ
レ
に
ご
注
意
を

高
漕一
多
湿
の
夏
に
は
、
衣
料
に
よ
る

か
ぶ
れ
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
、
し
わ
や
縮

み
を
防
ぐ
た
め
の
加
工
剤
の
申
に
含
ま

れ
て
い
る
ホ
ル
マ
リ
ン
が
あ
け
ら
れ
ま

す
。ホ

ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
、
わ
ず
か
な

量
で
も
敏
感
な
人
に
対
し
て
ア
レ
ル
ギ

ー
皮
S
炎
を
起
こ
し
、
空
気
中
に
五
P
P
M

あ
る
と
の
ど
か
刺
激
さ
れ
、
十
五
P
P
M

以
上
に
な
る
と
せ
き
が
で
る
よ

う
に
な
り
ま
す

。

こ
の
た
め
厚
生
省
で
は
、
昭
和
四
十
(

年
十
月
「
有
客
物
質
牙
含
有
す
る
家

庭
用
品
に
閧
す
る
法
律
」
に
基
い
て
、

ホ
ル
マ
リ
ン
の
規
制
基
準
を
股
け
、「
二

十
四
か
月
未
潸
の
乳
幼
児
用
の
衣
料
品

か
ら
は
検
出
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
≒
そ

れ
以
外
の
下
着
、
そ
の
他
か
ら
は
七
十

五
P
P
M

以
下
と
す
る
」
と
規
定
し
、

今
年
の
十
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

女
性
の
下
着
か
ら

大
量
に

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
販
売

さ
れ
て
い
る
下
一
か
ら
ホ
ル
マ
リ
ン
が

ど
の
位
検
出
さ
れ
る
か
試
賈

テ

ス
ト

(
上
表
参
照
)

を
し
ま
し
た
。

テ
ス
ト
し
た
品
物
は

、
区
内
の
い
ろ

い
ろ
な
店
で
買
い
、
六
月
か
ら
七
月
の

間
に
実
施
し
ま
し
た
。

男
性
の
下
着
は
コ
フ
ン
ニ
ン
グ
シ
ヤ

ツ
、
ス
テ
テ
コ
と
も
大
量
に
検
出
さ
れ

た
の
は
数
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
七
十

五
P
P
M

以
下
で
し
た
。

女
性
の
下
着
は
、
綿
の
レ
ー
ス
な
ど

か
ら
、
か
な
り
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
胸

の
縁
取
り
レ
ー
ス
や
バ
イ
ヤ
ス
テ
ー
プ

は
、
肌
と
す
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か

ら

、
敏
感
な
方
は
一
度
水
洗
い
を
し
て

か
ら
着
用
し
て
く
だ
さ
い

。

ホ
ル
マ
リ
ン
は
移
染
す
る
も
の
な
の

で

、
下
着
を
買
う
時
は
、
な
る
べ
く
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
の
袋
に
入
っ
て
い
る
も
の

を
、
袋
に
入
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
異

奥
の
し
な
い
も
の
を
選
ぷ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

。

な
お
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専

門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
消
費
生
活
に

関
す
る
苦
情
や
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
岐
畊
間
は
、午
前
十
時
?
午
後
四

時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー

相
談
室
(
曾
【
七
〇
-

】三
〇
一
)
へ

下着のホルマリン検出テスト結果

みんなの
豆
知識

光
化
学

ス
モ
ッ
グ

(問
)

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は

、

ど
う
し
て
発
生
す
る
の
で
す
か
。

(答
)

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
や

工
場
の
煙
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
窒
素

酸
化
物
や
炭
化
水
素
な
ど
の
物
質
が

強
い
太
腸
の
紫
外
線
兮
つ
け
て

、
複

雑
な
光
化
学
反
応
(
光
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
よ
る
化
学
反
応
)
を
起
し
た
と

き
に
で
き
る
ユ
モ
冫
(
を
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

本
体
は
、
オ
ゾ
ン
が
主
で
、
ア
ル

デ
ヒ
ド
な
ど
全
体
に
酸
化
力
の
強
い

物
質
(
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
)
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
、
大
気
に
い

お
う
酸
化
物
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と

鵈
醗
ミ
ス
ト
(
硫
酸
の
露
)
が
で
き

光
化
学
ス
モ
y
グ
の
威
力
を
さ
ら
に

高
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
の
場
合
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

の
も
と
と
な
る
窒
素
酸
化
吻
と
炭
化

水
素
の
七
十
%
が
、
自
励
車
か
ら
排

出
さ
れ
る
た
め
、
自
勘
車
の
排
ガ
ス

規
制
、
走
行
I
を
馘
ら
す
こ
と
は
、

光
化
学
ス
モ
y
グ
を
な
く
す
た
め
に

ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

(
間
)
光
化
学
ス
モ
ヴ
グ
は
、

私
た
ち
に
ど
ん
な
被
害
を
与
え
て
ぃ

ま
す
か
。

(答
)

動
物
実
験
を
し
た
と
こ

ろ

、
光
化
学
ス
モ
ぶ
'
の
主
成
分
で

あ
る
オ
ゾ
ン
は
、
肺
の
偬
7

弱
め

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
光
化
学

ス
モ
'

グ
は

、
私
た
ち
の
眼
や
の
ど

を
刺
激
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
蓄
積

す
る
と
呼
吸
器
系
の
働
き
や
弱
め
、

慢
性
化
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

被
害
は
、
人
間
ば
か
り
で
な
く
、

ア
サ
ガ
オ
や
コ
マ
ツ
菜

、
ネ
ギ
な
ど

の
野
菜
、
最
近
で
は
稲
作
に
ま
で
及

ん
で
い
ま
す
。

区
内
で
は
、
七
月
十
五
日
の
光
化

学
ス
モ
y
グ
警
報
発
令
の
B
に
、
学

童
を
中
心
に
三
百
(
十
人
余
の
被
客

届
出
が
あ
り
ま
し
た
。

(
問
)

光
化
学
ス
モ
'
グ
に
対

し
て
、
日
頃
か
ら
ど
ん
な
注
意
が
必

要
で
す
か
。

(
答
)

日
射
か
強
く
て
風
が
弱

く
、
モ
ヤ
が
か
か
っ
た
よ
う
に
視
界

が
か
す
み
、
晴
れ
た
り
く
も

。
た
り

す
る
日
に
、
光
化
学
ス
モ
'
グ
は
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

都
で
は
、
都
内
二
十
(
か
所
の
測

定
地
点
(
足
立
区
で
は
鳥
根
二
丁
目
)

か
ら
お
く
ら
れ
て
く
る
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
濃
度
等
の
チ
ー
タ
ー
を
も
と
に
、

予
報

、
注
憲
報

、
警
報
を
地
域
ご
と

に
発
令
(
足
立
区
は
東
部
)
し
て
お

り

、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
も
速
報
さ

れ
ま
す
。(
一

括
情
報
は
二
一
一
-

二
二
四
一
)

区
役
所
で
も
、
施
設
や
プ
ー
ル
、

エ
場
に
連
絡
体
制
を
し
い
て
い
ま
す

の
で
、
注
意
報
が
出
た
ら

、
な
る
べ

く
外
出
し
な
い
よ
う
に
し

、
激
し
い

芦
勵
は
や
め
ま
し
f

つ
。

眼
や
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
、

水
道
の
水
で
洗
眼
や
う
が
い
を
し

、

被
害
が
出
た
場
合
に
は

、
最
寄
り
の

保
健
所
へ
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い

。

足
立
保
健
所
管
八
四
○
-
五
一

‘四
一

千
住
保
健
所
曾
八
(
(
-

四
二
七
七

□
公
園
プ
ー
ル
か
ら

の
お
願
い

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発
令

さ
れ
ま
し
た
ら
、
幼
児
、
身
体
の
弱

い
お
子
さ
ん
、
具
合
の
悪
い
お
子
さ

ん
は
、
屋
外
プ
ー
ル
ベ
行
か
せ
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
警
報
・
重
大
緊
急
報
が
発

令
さ
れ
た
場
合
は
、
公
園
プ
ー
ル
は

運
営
を
中
止
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を

退
治
し
ま
し
ょ
う

(
月
は
、
二
回
目
の
ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
の
発
生
月
で
す

。

ア
メ
ヒ
ト
は

、
巣
の
う
ち
に
退
治
す

る
の
が
、も
っ
と
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

一
枚
の
葉
に

、
約
(
百
か
ら
千
二
百

佃
位
の
卵
を
産
み
ま
す
の
で

、
畆一
の
つ

い
た
枝
葉
を
切
り
と
っ
て
焼
き
す
て
る

だ
け
で

、
千
匹
位
退
治
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

巣
は
、
葉
が
枯
れ
て
透
け
て
み
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
か
ら
、
簡
単
に
み
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

ア
メ
ヒ
ト
が
、
特
に
好
ん
で
産
卵
す

る
サ
ク
ラ

、
カ
キ
、
ヤ
ナ
ギ
、
プ
ラ
タ

ナ
ス
な
ど
を
中
心
に
さ
が
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

ア
メ
ヒ
ト
か
ら
緑
を
守
り

、
緑
を
大

切
に
保
護
す
る
た
め
に
、
毎
月
一
回
は

観
察
し
、
み
つ
け
次
第
退
治
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

駆
除
方
法
な
ど
の
ご
相
談
は

、
区
役

所
環
境
課
保
全
係
へ
ど
う
ぞ
。

―
ね
た
き
り
の
老
人
の
方
ヘ
ー

福
祉
手
当
を
支
給

老
す
い
や
偶
病
の
た
め
、
稷
た
き
り
(

寝
た
き
り
に
凖
ず
る
状
朗一
を
含
む
)

の
老
人
の
方
に
、
福
祉
手
当
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
八
月
期
支
払
い
分
は
、(

月
下
旬
に
支
払
い
ま
す
の
で
お
受
け
と

り
く
だ
さ
い

。

次
に
骸
当
す
る
方
で

、
ま
だ
支
給
を

受
け
て
い
な
い
方
は
、
い
そ
い
で
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

□
支
給
要
件

区
内
に
居
住
す
る
六
十
五
歳
以
上
で

次
に
骸
当
す
る
方

山
自
宅
に
い
る
場
合
・・・
稷
た
き
り
か
、

寝
た
き
り
に
準
す
る
状
態
が
六
か
月

以
上
続
い
て
い
て

、
今
後
も
継
続
す

る
と
認
め
ら
れ
る
方

崗
入
院
し
て
い
る
場
合
・
S
刎
院
(
精
神

科
の
病
院
を
含
む
)
に
引
続
き
六
か

月
以
上
入
院
し
て
い
る
場
合
は
、
寝

た
き
り
の
状
態
に
あ
る
も
の
と
し
て

支
給
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
本
人
や
家
族
の
所
得
に
関
係
な
く
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
老
人
ホ
ー
ム

救
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん

。

□
支
給
金
額

月
頷

七
千
五
百
円

□
提
出
書
類

老
人
福
祉
手
当一
認
定
申
請
欝
、
住
民

嵋一
の
家
族
全
員
の
写
し
、
口
座
振
餠

依
頼
書

□
提
出
先

区
役
所
老
人
助
成
係

申
込
・
M
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
老

人
助
成
係
へ
ど
う
ぞ
。

大 東 京 祭 記 念

カッパのバッジ

十
月
一
日

は
、
都
民
の

日
。こ
の
都

民
の
日
の
シ

ン
ボ
ル
と
し

て
、み
な
さ

ん
に
親
し
ま

れ
て
い
る

「
カ
ッ
パ
の

バ
ッ
ジ
」
を

今
年
も
次
の

と
お
り
頒
布

し
て
い
ま

す
。今

回
は
、

配
念
バ
'
ジ
の
ほ
か
に
、

大
東
京
祭
の
二
十
周
年
を

配
念
し
て
、
初
回
か
ら
今

回
ま
で
の
配
念
パ
y
ジ
を

セ
y
卜
に
し
た
「
大
東
京

拏
二
十
周
年

配

念
セ
'

對
祠
号
1
贏

■
種
類
お
よ
び
価
格
-
〇
単
品
七
十

円
○
五
色
セ
y
卜
三
百
五
十
円

○
二
十
周
年
記
念
セ
ッ
ト

千
五
百

円
■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
-
大
東
京
祭

協
賛
会
事
務
局
(
千
代
田
区
丸
の
内

三
-
五
一

一

都
広
報
室
普
及
部
亊

業
課
内

啻
二
匸

〒

五
一
一
一
内

線
四
匸
二
九
)
へ

な
お
、
バ

。
ジ
は

、
(
月
一
日
か
ら

頒
布
し
て
い
ま
す
。

写
真
は
、
今
回
頒
布
し
て
い
る
「
カ

ッ
パ
の
バ
ッ
ジ
」

部
落
問
題
の

理
解
の
た
め
に
(
5
5
)

矢
田
教
育
差
別
事
件
②

事
件
の
発
端
と
な
っ
た
文
一
は
、

教
師
の
権
利
、
労
働
条
件
の
改
善
を

訴
え
た
の
で
あ
り
、
差
別
で
な
い
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
部
落
問
題
と
そ
れ
を
対

立
さ
せ
て
把
え
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

部
落
差
別
は
、
江
戸
時
代
に
農
民

か
ら
よ
り
多
く
搾
取
を
す
る
た
め
、

私
達
部
落
民
を
低
生
呵

悪
環
境
の

下
に
お
き
、
差
別
観
念
を

か
き

た

て

、
互
い
を
対
立
、
分
断
支
配
す
る

目
的
で

、
支
配
階
級
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
今
も

残
さ
れ
、
更
に
助
長
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
。

私
達
部
落
民
は
こ
う
し
た
低
生
活

の
下
で
、
教
育
を
受
け
る
権
利
ふ・充

分
に
保
証
さ
れ
て
は
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
部
落
解
放
濔
勵
の
中
で

、
こ
れ

が
差
別
の
結
果
で
あ
る
こ
と
そ
知
っ

た
私
達
は
、
行
政
闘
争
に
よ
っ
て
教

育
を
保
陣
さ
せ
る
闘
い
そ
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
「
同
和

」
教

育
の
取
組
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
文
書
は
こ
う
し
た
私
遠
の
解

放
へ
の
闘
い
の
成
果
を
否
定
し
、「
同

和

」
教
育
へ
の
教
師
の
癶
組
ふ・
阻
害

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
差
別

と
い
わ
ざ
る
か
。得
ま
せ
ん

。

部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部

八
五
〇
一
七
七
六
九

住
居
表
示
の

再
調
査
に
ご
協
力
を

本
木
東
・
西
・
隋
・
北
町
、
堀
之
内
　

一
丁
目
!
一
丁
目
、
鹿
浜
一
丁
目
?
五

丁
目
、
保
木
間
一
丁
目
～
二
丁
目
、
平

野
一
丁
目
ヱ
二
丁
目
、
綾
瀬
七
丁
目
、

加
平
一
丁
目
ヱ
二
丁
目
、
大
谷
田
一
丁

目
玉

一
丁
目
の
地
区
は
、
住
居
表
示
を

し
て
か
ら
約
(
年
た
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
、
住
居
番
号
表
示
板
、
町
名

表
示
板
お
よ
ぴ
街
区
表
示
板
な
ど
が
紛

失
、
破
損
、
汚
損
等
で
み
ず
ら
く
な
っ

て
い
た
り
、
新
・
改
築
な
ど
で
住
居
表

示
課
に
届
出
の
な
い
家
屋
に
は
掲
示
さ

れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
(
月
上
旬
頃
か
ら
区
の
委

託
業
者
(
区
の
腕
章
を
つ
け
て
い
ま
す
)

が
、
各
ご
家
庭
を
訪
問
し
、
表
示
板
の

点
検

、
建
物
の
形
状
、
世
帯
主
名
な
ど

の
調
査
に
伺
い
ま
す

。
そ
の
際
は
、
ぜ

ひ
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
破
捐

、
紛
失
、
不
明
瞭
な
表

示
板
に
つ
い
て
は

、
後
日
取
替
え
し
ま

す
。
ま
た
、
支
だ
屆
出
し
て
い
な
い
家

蘊
は

、
こ
の
際
に
届
出
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
住
居
表
示
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

タ
バ
コ
は
、

区
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

お
と
し
よ
り
の
方
に

敬
老
金
を
贈
呈

区
で
は
、
九
月
十
五
日
の
「
敬
老
の

日
」
に
、
お
と
し
よ
り
の
畏
寿
を
匐
扱

い
し
て
、
濟
七
十
五
歳
以
上
の
方
に
肪

老
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

対
象
-
九
月
十
五
日
現
在
、
区
内
に
在

住
す
る
、
澳
七
十
五
歳
以
上

の
方

(
明
治
俎

ご
一
年
九
月
十
一
(日
以
前

に
生
れ
た
方
)

敬
老
金
額
-
五
千
円

※
対
象
者
の
方
に
は
、
(
ガ
キ
で
通
知

し
ま
す
が
、
(
月
初
旬
ま
で
に
(
が
キ

ーの
届
か
な
い
方

、
ま
た
は
新
た
に
足
立

区
へ
転
入
さ
れ
た
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

く
わ
し
く
は

、
区
役
所
老
人
助
成
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

や
め
よ
う
、
な
く
そ
う
、
シ
ン

ナ
ー
・
接
着
剤
の
乱
用

掲
示
板

■
愛
の
献
血
を
!

夏
は
、
と
く
に
血
液
の
不
足
す
る

季
節
で
す
。
ぜ
ひ
愛
の
献
血
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

<
八
月
の
献
血
日
租
>

十
二
日
(
火
)
鹿
浜
小
学
校

十
三
日
(
水
)
東
武
西
新
井
駅
西
口

二
十
日
(
水
)
東
武
竹
の
塚
駅
東
口

二
十
一
日
(
木
)
本
木
小
学
校

二
十
七
日
(
水
)
弥
生
小
学
校

二
十
日
(
土
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
?
　
　
　
　

ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
午

九
一

三
方
i
〇
7

分
ま
で
昼
食
休
け
い
時
で
す
。

■

栄

養

指

導

講

習

会

日
時
一

八
月
十
一
日
(

月
)
午
後
一

時
三
卜
分

内
容
-
○
冷
凍
食
品
の
種
類
と
特
徴

○
冷
凍
食
品
の
上
手
な
利
用
法
○

調
理
実
習

場
所
1
東
和
保
健
相
談
所
栄
養
室

申
込
先
-
電
話
で

、
東
和
保
健
相
談

所
(
I

【
O

六
一
四

】
七
一
)
へ

■

小

児

の

心

臓

病

検

診

を

都
で
は
、
心
臓
病
の
疑
い
の
あ
る

児
重
に
対
し

、
専
門
医
師
に
よ
る
巡

回
検
診
を
行
な
い
ま
す

。
検
診
ご
希

望
の
方
は
(
ガ
キ
等
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

検
齢
対
象
者
丿
都
内
に
居
住
す
る
未

就
学
児
童
で

、
心
臓
病
で
困
っ
て

い
る
方
(

専
門
医
師
に
よ
る
診
断

を
す
で
に
受
け
て
い
る
児
童
を
除

く
)

日
時
-
九
月
二
十
一
日
(
日
)
午
前

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

会
場
-
千
住
保
健
所

検
診
・
相
談
料
-
無
料

受
付
期
限
-
(

月
二
十
日
(
水
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
-
都
衛
生
局

母
子
衛
生
　

啻
二

二
〒

五
一

一
一
内
線
二
五
九
六

■

中

学

校

卒

業

程

度

認

定

試

験

病
弱
、
肢
体
不
自
由
そ
の
他
や
む

を
え
な
い
事
情
に
よ
っ
て
、
義
務
教

冐
を
修
了
で
き
な
か
っ
た
方

に
対

し
、中
学
校
卒
業
と
同
じ
賢
格
が
得

ら
れ
る
昭
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

□
願
書
受
付
期
聞
-
(
月
十
六
日

(
土
)
～
九
月
十
六
日
(
火
)

口
受
付
場
所
-
都
教
育
庁
義
務
教
育

課
□
試
験
日
-
十
一
月
十
一
日
(
火
)

□
試
験
会
場
I
新
宿
区
立
教
青
セ
ン

タ
ー
(
新
宿
区
西
新
宿
一
一

二
三

一
一
〇
)

□
賦
鞅
科
目
-
国
語
、社
会
、飲
学

理
科
、
外
国
語
(
英
語
)

□
問
い
合
わ
せ
先
-
都
教
育
庁
義
務

教
育
課

啻
二
二

〒

五
一
一
一

内
線
四
七
四
二

■
区
民
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
夕
ベ

日
時
-
(

月
十
四
日
(
木
)
午
後
六

時
三
十
分
か
ら
九
時
ま
で

場
所
一
千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館

蒹
加
費
-
無
料
(
入
場
自
由
)

連
絡
先
1
足
立
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟

曾
(
(

一
一
九
〇
六
五

■

台

東

児

童

相

談

所

が

も

と

の

庁

舎

へ

庁
合
改
造
工
事
の
た
め
、
仮
移
転

し
て
い
た
台
東
児
童
相
談
所
は
、
工

事
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
七
月
七

日
か
ら
元
の
庁
合
へ
戻
り
ま
し
た
。

□
所
在
地
台
東
区
松
が
谷
一
-
四

1
匸
一

□
電
話
(
四
二
上
二
五
四
一
!
二

八
月
は
個
人
事
業
税
第
一

期
分
の
納
期
、
特
別
保
有

税
(
取
得
分
)
の
申
告
と

納
期
月
で
す

■

行
方
不
明
の
人
を

さ
が
す
相
談
所

身
元
の
わ
か
ら
な
い
遺
体
は
、全

闔
で
二
万
四
千
体
、
東
京
だ
け
で
も

三
千
体
以
上
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
遺
体
が
、
一
日
も
早
く

家
族
の
も
と
に
引
取
ら
れ
る
よ
う

「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

家
出
な
ど
し
て
、
長
い
問
消
息
が

な
く
生
死
に
つ
い
て
ご
心
配
の
あ
る

家
族
は
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

開
設
期
間
一
九
月
一
日
～
九
月
三
十

日
、
午
前
(
時
三
十
分
～
午
後
五

時
(
日一
・
祝
日
も
開
設
)

問
い
合
わ
せ
先
-
警
視
庁
鑑
識
譁
(

地
下
鉄
霞
ヶ
関
下
車

啻
五
(
一
-

四
三
三

内
線
四
苙
二
こ

■

職

業

訓

練

生

募

集

応
募
資
格
-
三
十
五
歳
以
上
の
女
性

募
篥
科
目
お
よ
び
人
員
I
イ
ン
テ
リ

ア
サ
ー
ピ
ス
科
二
十
五
名
、
調
理

科
二
十
五
名

、
福
祉
ヘ
ル
パ
ー
科

三
十
名

応
募
期
限
一
(

月
二
十
三
日
(
土
)

選
考
日
時
・
場
所
一
(

月
二
十
九
日

(
金
)
午
前
九
時

新
宿
婦
人
職

業
馴
練
校
(
筆
記
用
具
・
昼
食
、

上
履

、
受
付
票
を
持
参
の
こ
と
)

選
考
内
容
1
職
業
適
性
検
査
、
面
接

身
体
検
査

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
-
都
立
新
宿

婦
人
専
修
職
業
訓
練
校
(

新
宿
区

戸
山
町
一

啻
二
〇
ニ
ー
五
一
〇

一
)
お
よ
ぴ
各
公
共
職
業
安
定
所

■

体

温

計

の

無

料

検

査

を

実

施

日
時
芻
よ
ぴ
会
場
一
(

月
八
日
(
金
)

北
三
谷
小

八
月
九
日
(
土
)
保

木
間
小
(

月
十
二
日
(
火
)
梅

島
小

八
月
十
三
日
(
水
)
栗
鳥

小

時
間
は

、
い
ず
れ
も
午
前
十

時
か
ら
午
後
四
時

く
わ
し
く
は

、
東
京
都
計
量
協
会
(

曾
四
三
四
上
(
五
九
一
)
へ

■
千
住

公
益
質
屋
が

廃
止
さ

れ
ま
し
た

昭
和
二
十
五
年
五
月
か
ら
区
民
の

皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た

区
営
千
住
公
益
質
量
は
、
昭
和
五
十

年
(
月
一
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

長
い
間
、
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
匍
、西
新
井
公
益
質
屋
は
、
従

来
通
り
営
珮
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

酉
・
l井
公
益
質
屋
(

関
原
二
丁
目
二

二
-
四
曾
(
(

〇
-
○
○
七
七
)

■
心
身
障
害
児

楽

し
く
す
ご
す

去
る
、
七
月
二
十
三
日
(
水
)
に

東
京
マ
リ
ン
の
ご
好
意
に
よ
り
、区

内
に
住
む
心
身
障
害
児
と
そ
の
お
母

さ
ん
た
ち
約
千
百
人
か
同
マ
リ
ン
に

招
待
さ
れ
、
夏
の
一
日
を
楽
し
く
す

ご
し
ま
し
た
。

■ 足立区から部落差別をなくしましょう　■ 都税に関する証明・閲覧の手数料が8 月1 日から引上げられました Y・N0　215, 000


